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社会動向と社会貢献活動の歩み

科学のびっくり箱！なぜなにレクチャー

1996～

トヨタ交通安全キャンペーン
1969～

「トヨタ博物館」開館
1989

1
9
6
9

1
9
7
4

1
9
7
3

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
9

•経団連企業行動憲章（1991）
•経団連地球環境憲章（1991）

※斜体は世界的な動向

•阪神・淡路大震災（1995）
ボランティア元年（1995）

第一次交通戦争 第二次交通戦争

高度成長期　公害問題 バブル経済　環境問題 バブル経済崩壊

「
ト
ヨ
タ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
始

「
ト
ヨ
タ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」開
始

「
ト
ヨ
タ
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」開
始

「
ト
ヨ
ペッ
ト
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
始

「
ト
ヨ
タ
子
ど
も
1
1
0
番
」開
設（
〜
2
0
0
9
）

1
9
8
1

1
9
8
5

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
5

経
団
連「
1
％
ク
ラ
ブ
」加
入

米
国「
ト
ヨ
タ 

親
子
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
始

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
始

「
ト
ヨ
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」設
立

「
ト
ヨ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
始

「
豊
田
工
業
大
学
」開
校（
1
9
8
4
年
大
学
院
設
置
、2
0
0
3
年
シ
カ
ゴ
校
開
校
）

「
ト
ヨ
タ
青
少
年
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
」開
始（
現
ト
ヨ
タ
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
キ
ャ
ン
プ
）

「
豊
田
佐
吉
記
念
館
」開
館

タ
イ「
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

1
9
8
7

「
ト
ヨ
タ・ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」開
始（
現「
ト
ヨ
タ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」）

「
社
会
貢
献
活
動
委
員
会
」（
豊
田
章一郎
社
長
が
委
員
長
）を
設
置

「
ト
ヨ
タ
博
物
館
」開
館

南
ア
フ
リ
カ「
ト
ヨ
タ
テ
ィ
ー
チ
」開
始

「
社
会
貢
献
活
動
理
念
」を
制
定

1
9
9
4

「
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
」開
館

「
ト
ヨ
タ・ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」開
始

1
9
9
6

「
科
学
の
び
っ
く
り
箱
！
な
ぜ
な
に
レ
ク
チ
ャ
ー
」を
開
始

「
ト
ヨ
タ・ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
講
座
」開
始（
〜
2
0
0
4
）

「
ト
ヨ
タ・エ
イ
ブ
ル
ア
ー
ト・フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
始（
〜
2
0
0
4
）

年

社
会
の
動
向（
日
本
）

ト
ヨ
タ
の
主
な
社
会
貢
献
活
動

ト
ヨ
タ
の
動
向

1960～1970年代 1980年代

「
ト
ヨ
タ
財
団
」設
立

1990年代

•日本のGNP世界第2位（1968）

•経団連「1％クラブ」設立（1990）

•東京オリンピック（1964） •輸出自主規制の日米合意（1981）
•プラザ合意（1985）

•モントリオール議定書発効（1989）

「
聾
学
校
児
童
の
ト
ヨ
タ
見
学
会
」開
始

「
ト
ヨ
タ
鞍
ヶ
池
記
念
館
」開
館

1
9
8
6

「
ト
ヨ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」開
設

「
ト
ヨ
タ・マ
ス
タ
ー・プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
，シ
リ
ー
ズ
」開
始

「
ト
ヨ
タ
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」開
始（
〜
2
0
0
3
）

マイカー時代 排出ガス規制
石油危機

：環境　　   ：交通安全　　   ：人材育成　　   ：社会・文化　　   ：文化・展示施設　　   ：その他

•工販合併（1982）

•北米でレクサスブランド設立（1989）

国内工場新増設による量産体制強化
国内販売体制の拡充

海外生産の本格化

•北米での現地生産開始（1984）

•「トヨタ環境フォーラム」
　初開催（1997）
•初代プリウス発売（1997）

環境問題への全社取り組み

社会貢献活動の本格化 バブル崩壊後も社会貢献活動を継続

企業の社会貢献活動・メセナ活動への関心高まる

•トヨタ環境取組プランスタート（1993）

•「環境基本法」制定（1993）

1
9
9
7

「
ト
ヨ
タ
の
森
」を
一
般
公
開

•初の高速道路開通（1964）

•国内自動車保有台数1,000万台超え（1967）
•交通事故死亡者数過去最高の16,765人（1970）

•大阪万博（1970）

•「公益財団法人企業メセナ協議会」設立（1990）

•消費税導入（1989）
•日本自動車工業会「交通安全特別委員会」（1989）

•トヨタ地球憲章（1992）
•トヨタ基本理念（1992）

国内累計生産台数 500万台達成（1969） 5,000万台達成（1986）

100万台達成（1987） 500万台達成（1994）海外累計生産台数

1,000万台達成（1972）

33　　Toyota’s Social Contribution Activities



社会動向と社会貢献活動の歩み

•京都議定書発効（2005）

•「持続可能な開発目標（SDGs）」
  国連で採択（2015）

新興国の台頭、グローバリゼーションの拡大 さらなるグローバリゼーションへ

1
9
9
8

1
9
9
9

「
エ
コ
の
も
り
セ
ミ
ナ
ー
」開
始（
〜
2
0
0
5
）

「
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
自
動
車
整
備
技
術
修
得
コ
ー
ス
」開
始（
〜
2
0
1
7
）

「
M
E
G
A 

W
E
B
」オ
ー
プ
ン

2
0
0
0

「
ト
ヨ
タ・チ
ャ
イ
ル
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」実
施（
〜
2
0
1
2
）

「
ト
ヨ
タ
環
境
活
動
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
始

2
0
0
1

「
ト
ヨ
タ 
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
フ
ィ
ー
ア
ワ
ー
ド
」創
設（
〜
2
0
1
6
）

中
国「
砂
漠
化
防
止
活
動
」開
始

2
0
0
4

「
ト
ヨ
タ・子
ど
も
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
出
会
い
」開
始（
〜
2
0
1
5
）

「
ネ
ッ
ト
T
A
M
」開
設

2
0
0
5

「
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
」開
校

「
ト
ヨ
タ
交
通
安
全
セ
ン
タ
ー 

モ
ビ
リ
タ
」設
立

「
社
会
貢
献
基
本
方
針
」を
策
定（
P4
掲
載
）

2
0
0
6

「
体
験
型
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
」開
始

「
あ
ん
ぜ
ん
の
こ
ど
も
サ
イ
ト『
こ
ど
も
ビ
リ
タ
』」開
設

「
社
会
貢
献
推
進
部
」発
足（
従
来
活
動
し
て
い
た
部
署
を
統
合
）

2
0
0
7

「
C
S
R
委
員
会
／
社
会
貢
献
活
動
分
科
会
」設
置

フ
ィ
リ
ピ
ン「
熱
帯
雨
林
再
生
活
動
」開
始（
〜
2
0
1
3
）

2
0
0
9

「
豊
森
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
、「
豊
森
な
り
わ
い
塾
」開
講

2
0
1
1

「
T
A
B
L
E 

F
O
R 

T
W
O
」導
入

1990年代 2000年代 2010年代

中国「砂漠化防止活動」
Before

2001～2010

•東日本大震災（2011）•NPO法（1998）・・・NPO活動の活性化

「
ト
ヨ
タ
三
重
宮
川
山
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」開
始

中
国「
ト
ヨ
タ
助
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
始

2
0
0
8

「
ト
ヨ
タ
原
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
始

2
0
1
5

2
0
1
6

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」開
始

ブ
ラ
ジ
ル「
ト
ヨ
タ・コ
ス
タ・ド
ス・コ
ラ
イ
ス
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

「
ト
ヨ
タ
女
性
技
術
者
育
成
基
金
」設
立

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
」と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
締
結

2
0
1
4

「
ト
ヨ
タ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
」設
立

2
0
1
2

「
T
O
Y
O
T
A 

S
O
C
I
A
L 

F
E
S
!
」開
始

「
M
I
R
A
I
へ
つ
な
ぐ『
夢
の
教
室
』i
n
豊
田
」開
始

2
0
1
7

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
国
際
本
部
」と
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
締
結

2
0
1
8

「
T
D
R
S（
ト
ヨ
タ
災
害
復
旧
支
援
）」開
始

After

•リコール問題（2010）

•国内でレクサス店の営業開始（2005）
•CSR方針「社会・地球の持続可能な発展への貢献」（2005）•環境部発足（1998）

グローバリゼーションの急拡大

•中国での現地生産開始（2000）

※斜体は世界的な動向

若者のクルマ離れ

平成の大合併による新しいまちづくり（1999～2010）

•東京オリンピック、パラリンピック（2020）
　招致に成功（2013）

•トヨタグローバルビジョン発表（2011）
•ココロハコブプロジェクト（2011）

•トヨタ自動車東日本株式会社設立（2012）

•愛・地球博（2005）
•ETCシステム全国運用開始（2001）

CSR元年（2003）

地球環境問題への関心が高まる

•世界の人口が60億人を突破（1999）

•リーマンショック（2008）

「環境」「交通安全」「人材育成」を
グローバル重点領域に

1億台達成（1999） 1億5,000万台達成（2013）

1,000万台達成（1998） 3,000万台達成（2006） 5,000万台達成（2011）
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